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(57)【要約】
【課題】ユーザおよびサービス提供側の双方にとって有
益となる情報配信システムを提供する。
【解決手段】携帯機器は、配信サーバからの配信情報を
受け取るためのアクセス権情報を取得する。取得したア
クセス権情報を含めた認証要求を、認証サーバに送信し
、認証確認されたことを示す情報を受けたときに、現在
位置の位置情報を認証サーバに送信する。認証サーバは
、この位置情報に基づいて配信情報の著作権保護処理を
解除するための鍵情報を生成して、携帯機器に送る。携
帯機器は、この鍵情報を受信して保持する。携帯機器は
、配信サーバから送られてくる著作権保護処理がなされ
ている配信情報を受信し、保持している鍵情報を用いて
著作権保護処理を解除し、配信情報をユーザの利用に供
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯機器と、認証サーバと、配信サーバとからなる情報配信システムであって、
　前記携帯機器は、
　前記配信サーバからの配信情報を受け取るためのアクセス権情報を取得する取得手段と
、
　現在位置を検出する位置検出手段と、
　前記取得手段により取得した前記アクセス権情報を含めた認証要求を、認証サーバに送
信する認証要求手段と、
　前記認証サーバから認証確認されたことを示す情報を受けたときに、前記位置検出手段
で検出された前記現在位置の位置情報を前記認証サーバに送信する手段と、
　前記認証サーバで前記位置情報に基づいて生成されて前記認証サーバから送られてくる
、前記配信情報の著作権保護処理を解除するための鍵情報を取得して保持する鍵情報保持
手段と、
　前記配信サーバから送られてくる前記鍵情報で解除可能な前記著作権保護処理がなされ
ている配信情報を受信し、前記鍵情報保持手段に保持されている前記鍵情報を用いて前記
著作権保護処理を解除して、前記配信情報をユーザの利用に供する配信情報受信手段と、
　を備え、
　前記認証サーバは、
　前記携帯機器からの前記アクセス権情報を用いて認証処理を行う認証手段と、
　前記認証手段で、認証がとれたと判断したときに、その旨の情報を前記携帯機器に送信
する手段と、
　前記携帯機器から受信した位置情報に基づいて前記鍵情報を生成し、生成した前記鍵情
報を前記携帯機器に送信する手段と、
　を備え、
　前記配信サーバは、
　前記著作権保護処理がなされている配信情報を配信する手段を備える
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項２】
　携帯機器と、認証サーバと、配信サーバとからなる情報配信システムであって、
　前記携帯機器は、
　前記配信サーバからの配信情報を受け取るためのアクセス権情報を取得する取得手段と
、
　現在位置を検出する位置検出手段と、
　前記取得手段により取得した前記アクセス権情報を含めた認証要求を、前記認証サーバ
に送信する認証要求手段と、
　前記認証サーバで前記アクセス権情報により前記配信情報を受け取る権利が確認された
ときに、前記認証サーバから送られてくる認証情報を受信して保持する保持手段と、
　前記位置検出手段で検出された前記現在位置の位置情報に基づいて、前記配信サーバか
ら送られてくる前記配信情報に施されている著作権保護処理を解除するための鍵情報を生
成する手段と、
　前記配信サーバから送られてくる前記著作権保護処理が施されている配信情報を受信し
、生成した前記鍵情報を用いて前記著作権保護処理を解除して、前記配信情報をユーザの
利用に供する配信情報受信手段と、
　前記保持手段に保持された前記認証情報に基づいて、前記配信情報受信手段を動作させ
るか否かを制御する制御手段と、
　を備え、
　前記認証サーバは、
　前記携帯機器からの前記アクセス権情報を用いて認証処理を行う認証手段と、
　前記認証手段で、認証がとれたと判断したときに、前記認証情報を前記携帯機器に送信
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する手段と、
　を備え、
　前記配信サーバは、
　前記著作権保護処理がなされている配信情報を配信する手段を備える
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の情報配信システムにおいて、
　前記認証サーバと前記配信サーバは、一つのサーバで兼用される
　ことを特徴とする情報配信システム
【請求項４】
　請求項１または請求項２に記載の情報配信システムにおいて、
　前記アクセス権情報には、有効期間を示す時間情報が含まれる
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項５】
　請求項１または請求項２に記載の情報配信システムにおいて、
　前記配信サーバは、前記配信情報を、ブロードキャストあるいはマルチキャストで配信
する
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項６】
　請求項１または請求項２に記載の情報配信システムにおいて、
　前記アクセス権情報には、特典付きであるか否かの情報を含むと共に、前記配信サーバ
との間でユニキャストの情報通信路を生成するための情報を含み、
　前記携帯機器の前記配信情報受信手段は、
　前記アクセス権情報が前記特典付きでない場合には、前記配信サーバからブロードキャ
ストあるいはマルチキャストで送信されてくる前記配信情報をのみを受信し、前記アクセ
ス権情報が前記特典付きの場合には、前記ユニキャストの情報通信路を生成するための情
報を用いて、前記配信サーバとユニキャストの情報通信路を生成し、前記配信サーバから
ユニキャストで送信されてくる前記配信情報をも受信可能であり、
　前記配信サーバは、ブロードキャストまたはマルチキャストで送信する前記配信情報と
、前記ユニキャストで送信する前記配信情報とは異なる情報とする
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項７】
　請求項１または請求項２に記載の情報配信システムにおいて、
　前記アクセス権情報には、所定のイベントが催されるイベント会場に入場するための入
場権情報が含まれていると共に、前記現在位置の位置情報は、前記イベント会場の位置情
報であり、
　前記携帯機器は、
　前記イベント会場に設置される入場許可判別装置と前記入場券情報の通信を行ない、そ
の許可通知を受け取る手段を備えると共に、
　前記許可通知を受け取ったときに、自動的に、前記認証要求手段は、前記認証サーバに
前記認証要求を送信する
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項８】
　前記携帯機器は、携帯電話端末からなる請求項１～請求項７のいずれかに記載の情報配
信システム。
【請求項９】
　配信サーバからの配信情報を受け取るためのアクセス権情報を取得する取得手段と、
　現在位置を検出する位置検出手段と、
　前記取得手段により取得した前記アクセス権情報を含めた認証要求を、認証サーバに送
信する認証要求手段と、
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　前記認証サーバから認証確認されたことを示す情報を受けたときに、前記位置検出手段
で検出された前記現在位置の位置情報を前記認証サーバに送信する手段と、
　前記認証サーバで前記位置情報に基づいて生成されて前記認証サーバから送られてくる
、前記配信情報の著作権保護処理を解除するための鍵情報を取得して保持する鍵情報保持
手段と、
　前記配信サーバから送られてくる前記鍵情報で解除可能な前記著作権保護処理がなされ
ている配信情報を受信し、前記鍵情報保持手段に保持されている前記鍵情報を用いて前記
著作権保護処理を解除して、前記配信情報をユーザの利用に供する配信情報受信手段と、
　を備える携帯機器。
【請求項１０】
　配信サーバからの配信情報を受け取るためのアクセス権情報を取得する取得手段と、
　現在位置を検出する位置検出手段と、
　前記取得手段により取得した前記アクセス権情報を含めた認証要求を、認証サーバに送
信する認証要求手段と、
　前記認証サーバで前記アクセス権情報により前記配信情報を受け取る権利が確認された
ときに、前記認証サーバから送られてくる認証情報を受信して保持する保持手段と、
　前記位置検出手段で検出された前記現在位置の位置情報に基づいて、前記配信サーバか
ら送られてくる前記配信情報に施されている著作権保護処理を解除するための鍵情報を生
成する手段と、
　前記配信サーバから送られてくる前記著作権保護処理が施されている配信情報を受信し
、生成した前記鍵情報を用いて前記著作権保護処理を解除して、前記配信情報をユーザの
利用に供する配信情報受信手段と、
　前記保持手段に保持された前記認証情報に基づいて、前記配信情報受信手段を動作させ
るか否かを制御する制御手段と、
　を備える携帯機器。
【請求項１１】
　請求項９または請求項１０に記載の携帯機器において、
　前記アクセス権情報には、所定のイベントが催されるイベント会場に入場するための入
場権情報が含まれていると共に、前記現在位置の位置情報は、前記イベント会場の位置情
報であり、
　前記イベント会場に設置される入場許可判別装置と前記入場券情報の通信を行ない、そ
の許可通知を受け取る手段を備えると共に、
　前記許可通知を受け取ったときに、自動的に、前記認証要求手段は、前記認証サーバに
前記認証要求を送信する
　ことを特徴とする携帯機器。
【請求項１２】
　携帯電話端末からなる請求項９～請求項１１のいずれかに記載の携帯機器。
【請求項１３】
　携帯機器と、認証サーバと、配信サーバとからなる情報配信システムにおける情報配信
方法であって、
　前記携帯機器は、
　取得手段が、前記配信サーバからの配信情報を受け取るためのアクセス権情報を取得す
る取得工程と、
　位置検出手段が、現在位置を検出する位置検出工程と、
　認証要求手段が、前記取得手段により取得した前記アクセス権情報を含めた認証要求を
、前記認証サーバに送信する認証要求工程と、
　位置情報送信手段が、前記認証サーバから認証確認されたことを示す情報を受けたとき
に、前記位置検出手段で検出された前記現在位置の位置情報を前記認証サーバに送信する
工程と、
　鍵情報保持手段が、前記認証サーバで前記位置情報に基づいて生成されて前記認証サー
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バから送られてくる、前記配信情報の著作権保護処理を解除するための鍵情報を取得して
保持する鍵情報保持工程と、
　配信情報受信手段が、前記配信サーバから送られてくる前記鍵情報で解除可能な前記著
作権保護処理がなされている配信情報を受信し、前記鍵情報保持手段に保持されている前
記鍵情報を用いて前記著作権保護処理を解除して、前記配信情報をユーザの利用に供する
配信情報受信工程と、
　を備え、
　前記認証サーバは、
　認証手段が、前記携帯機器からの前記アクセス権情報を用いて認証処理を行う認証工程
と、
　認証確認送信手段が、前記認証工程で、認証がとれたと判断したときに、その旨の情報
を前記携帯機器に送信する認証確認送信工程と、
　鍵情報送信手段が、前記携帯機器から受信した位置情報に基づいて前記鍵情報を生成し
、生成した前記鍵情報を前記携帯機器に送信する工程と、
　を備え、
　前記配信サーバは、
　配信手段が、前記著作権保護処理がなされている配信情報を配信する工程を備える
　ことを特徴とする情報配信方法。
【請求項１４】
　携帯機器と、認証サーバと、配信サーバとからなる情報配信システムにおける情報配信
方法であって、
　前記携帯機器は、
　取得手段が、前記配信サーバからの配信情報を受け取るためのアクセス権情報を取得す
る取得工程と、
　位置検出手段が、現在位置を検出する位置検出工程と、
　認証要求手段が、前記取得工程で取得した前記アクセス権情報を含めた認証要求を、前
記認証サーバに送信する認証要求工程と、
　保持手段が、前記認証サーバで前記アクセス権情報により前記配信情報を受け取る権利
が確認されたときに、前記認証サーバから送られてくる認証情報を受信して保持する保持
工程と、
　鍵情報生成手段が、前記位置検出工程で検出された前記現在位置の位置情報に基づいて
、前記配信サーバから送られてくる前記配信情報に施されている著作権保護処理を解除す
るための鍵情報を生成する鍵情報生成工程と、
　配信情報受信手段が、前記配信サーバから送られてくる前記著作権保護処理が施されて
いる配信情報を受信し、生成した前記鍵情報を用いて前記著作権保護処理を解除して、前
記配信情報をユーザの利用に供する配信情報受信工程と、
　制御手段が、前記保持工程で保持された前記認証情報に基づいて、前記配信情報受信手
段を動作させるか否かを制御する制御工程と、
　を備え、
　前記認証サーバは、
　認証手段が、前記携帯機器からの前記アクセス権情報を用いて認証処理を行う認証工程
と、
　認証情報送信手段が、前記認証工程で、認証がとれたと判断したときに、前記認証情報
を前記携帯機器に送信する工程と、
　を備え、
　前記配信サーバは、
　配信手段が、前記著作権保護処理がなされている配信情報を配信する工程を備える
　ことを特徴とする情報配信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、例えば、イベント会場においてイベント入場者にのみ情報を配信する情報
配信システムおよび情報配信方法並びにその配信情報を受ける携帯機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　暗号化処理やスクランブル処理などの著作権保護処理がされている情報の提供サービス
、例えばストリーミング情報配信サービスを携帯機器で利用することができるようになっ
ている。この場合に、従来一般に、携帯機器の利用者（ユーザ）は、著作権保護処理され
ている提供情報の暗号化を解読したり、スクランブルを解除したりするための鍵情報の入
力作業や、利用認証の作業のための情報入力作業などを行う必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－０３３５１２号公報
【特許文献２】特開２００６－１０９５１８号公報
【特許文献３】特開２００５－１４９００２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の鍵情報や認証のための情報は、無意味な数値や文字の羅列であることが多く、ユ
ーザにとっては比較的煩雑な入力作業となっている。特に、キー入力方法に制限がある携
帯電話端末などの携帯機器の場合には、ユーザの入力作業はさらに煩雑になり、改善が求
められている。
【０００５】
　一方、著作権保護処理がなされた情報のサービス提供側においても、上述のようなユー
ザの煩雑な入力作業を不要して、サービス利用の敷居を下げて、利用促進を図ることが重
要である。
【０００６】
　この発明は、以上の点にかんがみ、ユーザおよびサービス提供側の双方にとって有益と
なる情報配信システム、方法および携帯機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、この発明は、
　携帯機器と、認証サーバと、配信サーバとからなる情報配信システムであって、
　前記携帯機器は、
　前記配信サーバからの配信情報を受け取るためのアクセス権情報を取得する取得手段と
、
　現在位置を検出する位置検出手段と、
　前記取得手段により取得した前記アクセス権情報を含めた認証要求を、認証サーバに送
信する認証要求手段と、
　前記認証サーバから認証確認されたことを示す情報を受けたときに、前記位置検出手段
で検出された前記現在位置の位置情報を前記認証サーバに送信する手段と、
　前記認証サーバで前記位置情報に基づいて生成されて前記認証サーバから送られてくる
、前記配信情報の著作権保護処理を解除するための鍵情報を取得して保持する鍵情報保持
手段と、
　前記配信サーバから送られてくる前記鍵情報で解除可能な前記著作権保護処理がなされ
ている配信情報を受信し、前記鍵情報保持手段に保持されている前記鍵情報を用いて前記
著作権保護処理を解除して、前記配信情報をユーザの利用に供する配信情報受信手段と、
　を備え、
　前記認証サーバは、
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　前記携帯機器からの前記アクセス権情報を用いて認証処理を行う認証手段と、
　前記認証手段で、認証がとれたと判断したときに、その旨の情報を前記携帯機器に送信
する手段と、
　前記携帯機器から受信した位置情報に基づいて前記鍵情報を生成し、生成した前記鍵情
報を前記携帯機器に送信する手段と、
　を備え、
　前記配信サーバは、
　前記著作権保護処理がなされている配信情報を配信する手段を備える
　ことを特徴とする情報配信システムを提供する。
【０００８】
　この発明においては、携帯機器は、配信情報を取得するためのアクセス権情報を事前に
取得する。そして、配信情報を受け取ることができる場所に赴いたときに、取得したアク
セス権情報を用いて、配信情報の著作権保護処理を解除するための鍵情報を取得するため
に認証サーバにアクセスする。この場合に、携帯機器は、認証要求には、アクセス権情報
を含める。
【０００９】
　認証サーバは、携帯機器からの認証要求を受け取ると、アクセス権情報から配信情報を
受け取る権利を確認して認証する。そして、認証サーバは、携帯機器が配信情報を受け取
る権利を所持していると判定したときに、認証ＯＫを携帯機器に送信するようにする。
【００１０】
　その認証ＯＫの確認情報を受けた携帯機器は、現在位置の位置情報を認証サーバに送る
。
【００１１】
　認証サーバは、携帯機器から受信した位置情報に基づいて配信情報の著作権保護処理を
解除するための鍵情報を生成して、携帯機器に送るようにする。
【００１２】
　携帯機器は、この鍵情報を受信して保持するようにする。そして、携帯機器は、この保
持した鍵情報を用いて、配信サーバから送られてくる配信情報の著作権保護処理を解除し
、配信情報を復元して視聴など、ユーザの利用に供させるようにする。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明によれば、携帯機器のユーザは、配信情報の著作権保護処理を解除するための
鍵情報の入力作業や、利用認証の作業のための情報入力作業などする必要がない。また、
配信情報の配信サービスの提供側は、アクセス権情報と、携帯機器の現在位置とを確認す
ることで、限られた利用者にのみ確実に配信情報の提供をすることができる。したがって
、ユーザおよびサービス提供側の双方にとって有益となる情報配信システムを提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】この発明による情報配信システムの第１の実施形態の構成例を説明するための図
である。
【図２】第１の実施形態を構成する携帯電話端末の構成例を示すブロック図である。
【図３】第１の実施形態を構成する認証サーバの構成例を示すブロック図である。
【図４】第１の実施形態を構成する配信サーバの構成例を示すブロック図である。
【図５】第１の実施形態を構成する携帯電話端末でのチケット購入時の処理動作例を説明
するためのフローチャートを示す図である。
【図６】第１の実施形態の説明に用いる図である。
【図７】第１の実施形態を構成するチケット販売サーバでの処理動作例を説明するための
フローチャートを示す図である。
【図８】第１の実施形態を構成する携帯電話端末での認証要求時の処理動作例を説明する
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ためのフローチャートを示す図である。
【図９】第１の実施形態を構成する認証サーバでの認証処理動作例を説明するためのフロ
ーチャートを示す図である。
【図１０】第１の実施形態を構成する携帯電話端末での配信要求時の処理動作例を説明す
るためのフローチャートを示す図である。
【図１１】第１の実施形態を構成する携帯電話端末での配信要求時の処理動作例を説明す
るためのフローチャートの一部を示す図である。
【図１２】第１の実施形態を構成する携帯電話端末での配信要求時の処理動作例を説明す
るためのフローチャートの一部を示す図である。
【図１３】この発明による情報配信システムの第２の実施形態における携帯電話端末での
配信要求時の処理動作例を説明するためのフローチャートの一部を示す図である。
【図１４】この発明による情報配信システムの第３の実施形態の構成例を説明するための
図である。
【図１５】第３の実施形態を構成する携帯電話端末での認証要求時の処理動作例を説明す
るためのフローチャートの一部を示す図である。
【図１６】第３の実施形態を構成する携帯電話端末での認証要求時の処理動作例を説明す
るためのフローチャートの一部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、この発明による情報配信システムの実施形態を、図を参照しながら説明する。
【００１６】
　［第１の実施形態］
　図１は、この発明による情報配信システムの第１の実施形態の構成例の全体の概要を示
す図である。
【００１７】
　この第１の実施形態の情報配信システムは、携帯機器の実施形態としての携帯電話端末
１と、認証サーバ２と、配信サーバ３と、チケット販売サーバ４とで構成されている。
【００１８】
　この実施形態では、携帯電話端末１と認証サーバ２およびチケット販売サーバ４とは、
携帯電話網およびインターネット５を通じて互いに通信が可能に構成されている。
【００１９】
　また、携帯電話端末１と配信サーバ３とは、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）６を通じて通信が可能に構成されている。
【００２０】
　また、携帯電話端末１は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ）衛星７からの電波を受信して自端末の現在位置を測定する機能を備えている。
【００２１】
　［情報配信サービスの概要］
　この第１の実施形態における情報配信サービスの概要を、先ず、説明する。
【００２２】
　この実施形態では、例えば、サッカーの試合や野球の試合、コンサートなどのイベント
が催される会場で、当該イベントに関連する配信情報を配信サーバ３が配信するようにす
る。配信情報としては、例えば、チームの紹介情報、所属する選手のプロフィール情報、
試合経過の情報、試合中のクローズアップ画像、コンサートでの歌手や演奏者などのクロ
ーズアップ画像などが、この例では、ストリーミング配信される。
【００２３】
　携帯電話端末１は、配信サーバ３から配信される配信情報を受信して、そのディスプレ
イに提供画像を表示したり、提供音声をスピーカから放音したりするようにする。
【００２４】
　この場合に、配信サーバ３からの配信情報には、著作権保護処理が施されている。著作
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権保護処理としては、前述したように、暗号化処理やスクランブル処理などがあるが、こ
の実施形態では、暗号化処理が配信情報には施されているものである。この実施形態では
、配信情報に対する著作権保護処理としては、イベント会場の場所の位置情報を用いて生
成される復号化鍵情報で解読することができる暗号化処理が施されている。
【００２５】
　したがって、配信情報を受信して、視聴するなど利用に供するためには、復号化鍵情報
により著作権保護処理を解除する必要がある。このため、ユーザは、携帯電話端末１に、
著作権保護処理を解除するための復号化鍵情報を取得して、保持させておく必要がある。
【００２６】
　この実施形態では、携帯電話端末１に対して、以下のようにして前記復号化鍵情報が取
得されて、保持される。
【００２７】
　この実施形態では、復号化鍵情報を取得する権限および取得条件は、配信情報の配信を
受けるためのアクセス権情報を有するユーザが、携帯電話端末１を持って、イベント会場
に赴き、前記携帯電話端末１により認証要求を認証サーバ２に送ったときとされる。
【００２８】
　ユーザは、配信情報の配信を受けるためのアクセス権情報を、事前に取得するようにす
る。すなわち、この実施形態では、ユーザは、携帯電話端末１から、例えばインターネッ
ト５を通じてチケット販売サーバ４にアクセスして、イベントのチケットを、当該チケッ
ト販売サーバ４から取得（購入）するようにする。
【００２９】
　このとき、チケット販売サーバ４は、ユーザにより購入されたイベントのチケット情報
を携帯電話端末１に送る。携帯電話端末１は、このチケット情報を受信してメモリに保持
する。こうして、携帯電話端末１は、当該チケット情報をアクセス権情報として事前に取
得するようにする。
【００３０】
　チケット情報は、イベント会場に入場するための入場券情報であり、購入キー情報、イ
ベント名、イベント開催日、イベント会場、イベント開始予定時間、イベント終了予定時
間、などを含む。これにより、ユーザがイベント会場への入場する権限を証明することが
できるので、この実施形態では、チケット情報は、アクセス権情報の役割をする。
【００３１】
　この実施形態のチケット情報には、認証サーバ２への認証要求、配信サーバ３からの配
信情報の受信などのメニュー一覧情報と共に、認証要求、また、配信情報の受信、を行う
ためのアプリケーションプログラムなどの情報が付加情報として付加される。この付加情
報には、携帯電話端末１から認証サーバ２や配信サーバ３にアクセスするためのアドレス
情報も含まれている。
【００３２】
　なお、携帯電話端末１からチケット販売サーバ４にアクセスして、チケットを購入する
のではなく、パーソナルコンピュータからチケット販売サーバ４にアクセスして、チケッ
トを購入するようにしてもよい。その場合には、パーソナルコンピュータは、チケット販
売サーバから取得したチケット情報およびその付加情報を携帯電話端末１に転送して、携
帯電話端末１に保持させるようにする。
【００３３】
　なお、上述の認証要求、配信情報の受信を行うためのアプリケーションプログラムは、
チケット販売サーバでのチケット購入のためのプログラムも含めて、例えば携帯電話のサ
ービスアプリケーションの一つとして、予め携帯電話端末１に格納されていてもよい。す
なわち、その場合には、携帯電話サービス会社と、イベント開催会社やチケット販売サー
ビス会社との間で、前記の各種のアプリケーションプログラムが定められ、その定められ
ているプログラムが、携帯電話端末１に格納されることになる。
【００３４】
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　以上のようにして、アクセス権情報を取得したユーザは、この実施形態では、イベント
会場に赴いたとき、前記認証要求のためのアプリケーションプログラムを起動して、携帯
電話端末１に対して認証要求の操作入力を行う。
【００３５】
　すると、携帯電話端末１は、この認証要求の操作入力を受けて、前記アプリケーション
プログラムにしたがって、認証サーバ２にアクセスして、アクセス権情報としてのチケッ
ト情報を含む認証要求を送る。
【００３６】
　この認証要求を受けた認証サーバ２は、携帯電話端末１からのアクセス権情報から配信
情報を受け取る権利を確認する。認証サーバ２は、配信情報を受け取る権利を確認できた
ときには、認証ＯＫを携帯電話端末１に送る。
【００３７】
　認証ＯＫを受信した携帯電話端末１は、現在位置の位置情報を認証サーバに送る。ここ
で、携帯電話端末１は、現在位置の位置情報としては、ＧＰＳ衛星７からの電波を受信し
て測定したものを用いる。この位置情報は、例えば６４ビットの情報からなり、緯度、経
度、時、分、秒の情報からなる。
【００３８】
　この現在位置の位置情報を受けた認証サーバ２は、この現在位置の位置情報を用いて、
配信情報に施されている著作権保護を解除するための鍵情報を生成し、生成した鍵情報を
携帯電話端末１に送るようにする。この例では、認証サーバは、配信情報に施される暗号
化を解除（解読）するための復号化鍵情報を生成し、生成した復号化鍵情報を携帯電話端
末１に送信するようにする。
【００３９】
　なお、この場合に、認証サーバは、受信した位置情報から、携帯電話端末１が配信情報
を受け取ることができる位置（イベント会場）に在るかどうかを判定し、その判定の結果
、配信情報を受け取る位置に在ると判定したときに、復号化鍵情報を携帯電話端末１に送
るようにしてもよい。
【００４０】
　復号化鍵情報は、予め、イベント会場の位置情報を用いて、生成して用意したおいたも
のを用いるようにしてもよいが、この実施形態においては、認証サーバ２が、携帯電話端
末１から受信した位置情報から生成するようにする。この場合に、鍵情報の生成に用いる
のは、緯度、経度、時、分、秒からなる位置情報のうち、イベント会場のいずれの位置に
おいても共通となる上位の情報とされる。これにより、イベント会場にいるいずれのユー
ザにも、同じ復号化鍵情報が認証サーバ２から提供される。
【００４１】
　携帯電話端末１は、認証サーバ２から送られてくる鍵情報（復号化鍵情報）を受信して
、保持するようにする。
【００４２】
　認証要求が終了した後には、ユーザは、携帯電話端末１で配信情報を受信するためのア
プリケーションプログラムを起動する。
【００４３】
　すると、携帯電話端末１は、配信サーバ３との間に通信路を生成し、配信サーバ３から
送られてくる配信情報を受信し、保持している復号化鍵情報を用いて、配信情報に施され
ている著作権保護処理としての暗号を解読する。そして、携帯電話端末１では、配信情報
のうちの映像情報を復元して、ディスプレイに表示すると共に、配信情報のうちの音声情
報を復元して、スピーカから放音する、あるいは、ヘッドホン端子を通じてヘッドホンに
供給する。
【００４４】
　［特典付きの配信］
　この実施形態では、ユーザにより購入されたチケットが、一般用チケットの場合と、特
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典付きチケットの場合とで、配信サービスが異なるようにしている。すなわち、この実施
形態では、アクセス権が、一般用チケットの場合の一般用アクセス権と、特典付きチケッ
トの場合の特典付きアクセス権との２通りが用意されている。この場合、特典付きチケッ
トは、一般用チケットよりも高額のチケットとされ、高額の分だけ、特別の配信情報が配
信されるように構成されている。
【００４５】
　この場合、配信サーバ３は、一般用と特典付きとを問わず、チケットを購入してアクセ
ス権を有する全てのユーザに提供する配信情報は、ブロードキャストで複数の携帯電話端
末１に対して共通に送信するようにする。配信サーバ３は、ブロードキャストではなく、
マルチキャストで複数の携帯電話端末１に対して共通に送信するようにしてもよい。
【００４６】
　一方、特典付きアクセス権の場合には、配信サーバ３は、前記ブロードキャストでの配
信情報に加えて、ユニキャストで、特別の配信情報を携帯電話端末１に送信するようにす
る。特別の配信情報は、特典情報として特別に用意された配信情報であって、例えば試合
会場に遅れて到着したときに、遅れた時間分前からの試合のダイジェストの情報や、試合
の得点経過、選手情報などが用意される。
【００４７】
　この場合、チケット販売サーバ４にアクセスして、チケットを購入する際には、一般用
チケットの購入をするのか、特典付きチケットを購入するのかの選択をユーザはすること
ができる。
【００４８】
　そして、特典付きのチケットが購入された場合には、チケット販売サーバ４は、前記付
加情報として、一般用の配信情報の他に、特別の配信情報を配信情報として選択すること
ができるようにするためのメニュー情報を、携帯電話端末１に送るようにする。さらに、
配信サーバ３とユニキャストの通信路を生成するための情報（アドレス情報やパスワード
など）も、チケット販売サーバ４から携帯電話端末１に送られる。したがって、この実施
形態では、特典付きチケットの購入者のみが、特典付きアクセス権に基づいて、当該ユニ
キャストによる配信サービスを受けることができるように構成されている。
【００４９】
　こうして、携帯電話端末１のユーザは、認証サーバ２にアクセスする操作と、配信サー
バからの配信情報を受信するための操作をするだけで、著作権保護処理が施されている配
信情報の前記著作権保護処理を解除して、配信情報を視聴などすることができる。
【００５０】
　一方、配信情報の提供サービス側は、認証サーバ２により認証して、復号化鍵情報を携
帯電話端末１に渡すようにすると言う簡単な仕組みで、特定のアクセス権情報を備えると
共に、特定の場所にいるユーザにのみ、配信情報を提供することができる。
【００５１】
　次に、携帯電話端末１、認証サーバ２、配信サーバ３のハードウエア構成例について説
明する。
【００５２】
　［携帯電話端末１のハードウエア構成例］
　図２は、携帯電話端末１のハードウエア構成例を示すブロック図である。この実施形態
の携帯電話端末１においては、制御バス１０１およびデータバス１０２からなるシステム
バスに対して、マイクロコンピュータにより構成される制御部１１が接続されている。ま
た、システムバスには、通信回路１２と、表示部１３と、操作部１４と、メモリ１５と、
スピーカ１６と、マイクロホン１７と、ＧＰＳ機能部１８と、無線ＬＡＮインターフェー
ス１９とが接続されている。
【００５３】
　制御部１１を構成するマイクロコンピュータには、この実施形態の携帯電話端末の種々
の処理を制御するためのソフトウエアプログラムが格納されている。制御部１１は、その
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ソフトウエアプログラムにしたがって種々の制御処理を実行する。
【００５４】
　また、前述したように、この実施形態では、チケット販売サーバ４からイベントのチケ
ットを購入した際には、付加情報としてのアプリケーションプログラムを受信し、メモリ
１５に記憶、あるいは、制御部１１が内蔵するメモリに記憶する。そして、制御部１１は
、記憶したプログラムを用いて、図示のような機能部として制御処理をも実行するように
する。なお、前述したように、予めこれらの機能部のアプリケーションプログラムは、予
め、メモリ１５や制御部１１が内蔵するメモリに格納されていてもよい。
【００５５】
　制御部１１は、この実施形態では、認証要求機能部１１１と、配信サーバアクセス機能
部１１２と、暗号復号化機能部１１３と、コンテンツ再生機能部１１４とを、チケットを
購入することにより、あるいは、予め具備する。
【００５６】
　認証要求機能部１１１は、認証サーバ２に対して認証要求をして、鍵情報を受信保持す
る処理を行う。
【００５７】
　配信情報受信機能部１１２は、配信サーバ３から送られてくる配信情報を受信する処理
を行う。この配信サーバアクセス機能部１１２は、ブロードキャストやマルチキャストで
送られてくる配信情報を受信する処理と、ユニキャストで送られてくる配信情報を受信す
る処理の、両方を実行することができる。
【００５８】
　暗号復号化機能部１１３は、配信サーバ３から受信した配信情報の暗号化を、受信保持
している鍵情報を用いて解読する処理を実行する。
【００５９】
　配信情報再生機能部１１４は、受信した配信情報から、映像情報、音声情報、テキスト
情報のそれぞれを分離抽出して、それぞれ再生する処理を行う。
【００６０】
　通信回路１２は、基地局および携帯電話ネットワークを通じて電話通信やその他の情報
通信（インターネットを通じた通信を含む）を行なうための携帯電話通信用の無線通信部
であり、アンテナ１２ＡＴを通じて通信データを送受する。
【００６１】
　表示部１３は、液晶ディスプレイなどの表示素子を備え、当該表示素子に制御部１１の
制御を受けながら、種々の表示画面を表示したり、撮像された動画像をモニター表示した
りするようにする機能を備える。
【００６２】
　操作部１４は、テンキーやメニュー選択用の上下左右キー、その他のキーを備える。制
御部１１は、操作部１４を通じていかなるキーが操作されたかを検知し、当該操作された
キーに対応する制御処理動作を実行するように構成されている。
【００６３】
　メモリ１５は、この実施形態においては、携帯電話端末における電話帳データやメール
アドレス、インターネットを通じてアクセスする相手のＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）などのデータを格納する。また、メモリ１５は、当該携帯
電話端末が備える機能に付随する蓄積データ（アプリケーションプログラムを含む）も格
納する。さらに、この実施形態では、メモリ１５には、購入したイベントのチケット情報
を格納するチケット購入履歴メモリ部が設けられている。
【００６４】
　スピーカ１６は、電話通信における受話音声を再生する機能を果たすと共に、配信情報
から再生された音声データを音響再生するためなどにも用いられる。マイクロホン１７は
、電話通信の送話音声を収音するために用いられる。
【００６５】
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　ＧＰＳ機能部１８は、自端末の現在地位置を検出する機能を備える。
【００６６】
　無線ＬＡＮインターフェース１９は、無線ＬＡＮ６を通じた配信サーバ３との無線通信
路を介して、配信情報を受信するための機能部である。
【００６７】
　［認証サーバ２のハードウエア構成例］
　図３は、認証サーバ２のハードウエア構成例を示すブロック図である。この実施形態の
認証サーバ２は、例えばパーソナルコンピュータで構成されるもので、システムバス２０
０に対して、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）を備える制御
部２０１が接続されている。そして、システムバス２００には、通信インターフェース２
０２と、認証用情報保持部２０３と、認証処理部２０４と、復号化鍵情報発生部２０５と
が接続されている。
【００６８】
　通信インターフェース２０２は、インターネットを通じてチケット販売サーバ４と通信
を行なったり、インターネットおよび携帯電話網を通じて携帯電話端末１と、認証のため
の通信を行なったりする際に用いられる。
【００６９】
　チケット販売サーバ４は、チケットが販売されると、販売されたチケットについてのア
クセス権情報を、認証用情報として認証サーバ２にインターネットを通じて送る。このア
クセス権情報は、前述したように主としてチケット情報からなる。
【００７０】
　認証サーバ２の制御部２０１は、チケット販売サーバ４から送られてくる、販売された
チケットについてのアクセス権情報を受信して、認証用情報保持部２０３に格納する。ま
た、認証サーバ２は、位置情報についても認証をとる場合には、イベント会場の位置情報
をチケット販売サーバ４やインターネット上の他のサーバから取得して、認証用情報保持
部２０３に格納しておく。
【００７１】
　認証処理部２０４は、通信インターフェース２０２を通じて携帯電話端末１からの認証
要求を受け取って、認証処理を実行する。この場合、認証処理部は、受信した認証要求に
含まれるアクセス権情報と、認証用情報保持部２０３のアクセス権情報とを比較参照する
ことで認証を行う。
【００７２】
　認証処理部２０４は、認証の結果、アクセス権情報の確認ができたと判別したときには
、認証ＯＫとして、その旨を認証要求してきた携帯電話端末１に通知する。そして、この
認証ＯＫの通知に対応して携帯電話端末１から送られてくる携帯電話端末１の現在位置の
位置情報を受信する。
【００７３】
　そして、制御部２０１は、認証処理部２０４で認証ＯＫとされたときには、受信した位
置情報のうちの復号化鍵情報の生成に用いる共通上位情報を復号化鍵情報生成部２０５に
送って、復号化鍵情報の生成を指示する。
【００７４】
　復号化鍵情報生成部２０５は、この指示に応じて位置情報から復号化鍵情報を生成する
。制御部２０１は、生成された復号化鍵情報を、認証要求してきた携帯電話端末１に送信
する。
【００７５】
　なお、認証処理部２０４、復号化鍵情報生成部２０５は、制御部２０１によるソフトウ
エア機能処理部として構成するようにすることもできる。
【００７６】
　［配信サーバ３のハードウエア構成例］
　図４は、配信サーバ３のハードウエア構成例を示すブロック図である。
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【００７７】
　この実施形態の配信サーバ３は、例えばパーソナルコンピュータで構成されるもので、
システムバス３００に対して、ＣＰＵを備える制御部３０１が接続されている。そして、
システムバス３００には、無線ＬＡＮインターフェース３０２、配信情報格納部３０３、
配信情報暗号化部３０４、ブロードキャスト送信処理部３０５、ユニキャスト送信処理部
３０６およびユニキャストメニュー保持部３０７が接続されている。
【００７８】
　無線ＬＡＮインターフェース３０２は、無線ＬＡＮ６を通じて携帯電話端末１に対して
配信情報の配信を行うためのものである。
【００７９】
　配信情報格納部３０３には、配信情報が格納されている。この場合、配信情報格納部３
０３には、ブロードキャストで配信される配信情報と、ユニキャストで配信される配信情
報とは、分離されて格納されている。
【００８０】
　配信情報暗号化部３０４は、制御部３０１により配信のために配信情報格納部３０３か
ら読み出された情報に対して暗号化処理を施す。前述したように、この実施形態では、イ
ベント会場の場所の位置情報を用いて生成される復号化鍵情報で解読することができる暗
号化処理が施される。
【００８１】
　ブロードキャスト送信処理部３０５は、暗号化された配信情報をブロードキャストで携
帯電話端末１に配信するようにするためのものである。
【００８２】
　ユニキャスト送信処理部３０６は、暗号化された配信情報をユニキャストで携帯電話端
末１に配信するようにするためのものである。
【００８３】
　ユニキャストメニュー保持部３０７は、特典付きのチケット（特典付きアクセス権情報
）を購入したユーザに対して、ユニキャストで提供できる配信情報の一覧メニューを保持
している。特典付きアクセス権情報を所持している携帯電話端末１からのユニキャストの
配信要求があったときに、当該ユニキャストで提供できる配信情報の一覧メニューが、要
求してきた携帯電話端末１に送られる。
【００８４】
　この実施形態では、制御部３０１は、ブロードキャストで配信する配信情報については
、予め定めた配信スケジュールで配信を実行するようにする。また、ブロードキャストで
配信する配信情報については、制御部３０１は、携帯電話端末１から、前記ユニキャスト
で提供できる配信情報の一覧メニューから選択された配信情報の配信を実行するようにす
る。すなわち、制御部３０１は、携帯電話端末１で選択指定されたユニキャストの配信情
報を、配信情報格納部３０３から読み出して、配信情報暗号化部３０４で暗号化処理し、
ユニキャスト送信処理部３０６によりユニキャストで送信するように制御する。
【００８５】
　なお、配信情報暗号化部３０４、ブロードキャスト送信処理部３０５およびユニキャス
ト送信処理部３０６は、制御部３０１によるソフトウエア機能処理部として構成するよう
にすることもできる。
【００８６】
　なお、チケット販売サーバ４のハードウエア構成は、ここでは省略するが、これは、イ
ンターネットを通じて各種の販売を行っているコンピュータを用いた周知の構成と同様と
することができるものである。
【００８７】
　次に、携帯電話端末１、認証サーバ２、配信サーバ３およびチケット販売サーバ４の処
理動作について説明する。
【００８８】
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　［チケット購入時の携帯電話端末１の動作例］
　図５は、チケット購入時の携帯電話端末１の処理動作例を説明するためのフローチャー
トである。この図５のフローチャートの各ステップは、制御部１１の制御の元に、必要な
各部が連携することにより実行される。
【００８９】
　ユーザの操作部１４を通じた操作に基づき、制御部１１は、インターネットを通じてチ
ケット販売サーバ４にアクセスして、通信路を生成する。実態的には、チケット販売サー
バ４が運営するホームページにアクセスする（ステップＳ１０１）。
【００９０】
　このアクセスに対して、チケット販売サーバ４からはチケット購入用画面情報が送られ
てくるので、制御部１１は、当該チケット購入用画面を表示部１３のディスプレイ画面に
表示する（ステップＳ１０２）。
【００９１】
　次に、制御部１１は、ユーザの操作部１４を通じた操作入力を監視してチケット購入操
作がなされたか否か判別する（ステップＳ１０３）。ステップＳ１０３で、チケット購入
操作がなされていないと判別したときには、制御部１１は、終了操作がなされたか否か判
別し（ステップＳ１０８）、終了操作がなされていないと判別したときには、ステップＳ
１０２に戻る。
【００９２】
　また、ステップＳ１０８で、終了操作がなされたと判別したときには、制御部１１は、
チケット販売サーバ４との通信路を切断して（ステップＳ１０９）、この処理ルーチンを
終了する。
【００９３】
　また、ステップＳ１０３で、チケット購入操作がなされたと判別したときには、制御部
１１は、チケット購入要求をチケット販売サーバ４に送る（ステップＳ１０４）。
【００９４】
　このチケット購入要求に対しては、上述したように、チケット販売サーバ４からチケッ
ト情報およびテキスト情報などその付加情報が送られてくるので、制御部１１は、これら
チケット情報および付加情報を受信する（ステップＳ１０５）。
【００９５】
　そして、制御部１１は、受信したチケット情報および付加情報を、メモリ１５のチケッ
ト購入履歴メモリ部に格納する（ステップＳ１０６）。
【００９６】
　図６に、チケット購入履歴メモリ部の記憶内容の一例を示す。図６の一番左側の「Ｖａ
ｌｉｄ」は、チケットが当該時点で有効か否かを示すもので、「１」が有効であることを
示している。
【００９７】
　「ＩＤ」は、チケット購入履歴メモリ部での識別情報で、ここでは、格納順に付された
番号が用いられている。「購入キー」は、チケット販売サーバ４から送られてくる各チケ
ット固有の識別用情報である。
【００９８】
　この「購入キー」の情報は、アクセス権の有無、購入履歴（購入したか否か）、アクセ
ス権の種類、イベント開催日時（チケット有効日時）、の各項目の情報からなる。ここで
、アクセス権の種類とは、一般用または特典付きのいずれかである。
【００９９】
　「表示用テキスト情報」は、チケット購入履歴を一覧表示する際のテキスト情報であり
、図６の例では、イベント開催日時とイベントの内容とからなる。
【０１００】
　なお、この実施形態では、認証用のチケット情報として用いられるのは、購入キーの情
報である。
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【０１０１】
　次に、この実施形態では、チケット情報に続いて、認証用および配信を受信するための
アプリケーションプログラムがチケット販売サーバ４から送られてくる。制御部１１は、
そのプログラム情報を、チケット購入履歴メモリ部のチケット情報に対応して格納する（
ステップＳ１０７）。
【０１０２】
　次に、制御部１１は、終了操作がなされたか否か判別し（ステップＳ１０８）、終了操
作がなされていないと判別したときには、ステップＳ１０２に戻り、このステップＳ１０
２以降の処理を繰り返す。
【０１０３】
　また、ステップＳ１０８で、終了操作がなされたと判別したときには、制御部１１は、
チケット販売サーバ４との通信路を切断して（ステップＳ１０９）、この処理ルーチンを
終了する。
【０１０４】
　［チケット販売サーバ４の処理動作例］
　図７は、チケット購入時のチケット販売サーバ４の処理動作例を説明するためのフロー
チャートである。
【０１０５】
　チケット販売サーバ４は、携帯電話端末１などからのアクセス要求を待ち（ステップＳ
１１１）、アクセス要求を受けたと判別したときには、要求してきた携帯電話端末１との
間に通信路を生成する（ステップＳ１１２）。
【０１０６】
　そして、チケット販売サーバ４は、チケット購入用画面情報を、生成した通信路を通じ
て携帯電話端末１に送る（ステップＳ１１３）。
【０１０７】
　次に、チケット販売サーバ４は、携帯電話端末１からのチケット購入要求を受信したか
否か判別する（ステップＳ１１４）。そして、このステップＳ１１４で、チケット購入要
求を受信していないと判別したときには、終了要求があったか否か判別し（ステップＳ１
２０）、終了要求が未だないと判別したときには、ステップＳ１１３に戻り、このステッ
プＳ１１３以降の処理を繰り返す。また、ステップＳ１２０で、終了要求があったと判別
したときには、通信路を切断して（ステップＳ１２１）、この処理ルーチンを終了する。
【０１０８】
　また、チケット販売サーバ４は、ステップＳ１１４で、チケット購入要求を受信したと
判別したときには、購入要求されたチケットは、特典付きチケットであるか否か判別する
（ステップＳ１１５）。
【０１０９】
　ステップＳ１１５で特典付きチケットであると判別したときには、チケット販売サーバ
４は、特典付きチケット情報およびその付加情報を、要求してきた携帯電話端末１に送信
する（ステップＳ１１６）。ここで、特典付きチケット情報には、特典付きであることを
示すアクセス権の種類の情報を含む前述した購入キー情報を含むものである。
【０１１０】
　続いて、チケット販売サーバ４は、特典付きチケット用のアプリケーションプログラム
を携帯電話端末１に対してダウンロードする（ステップＳ１１７）。
【０１１１】
　また、ステップＳ１１５で特典付きチケットではないと判別したときには、チケット販
売サーバ４は、一般用チケット情報およびその付加情報を、要求してきた携帯電話端末１
に送信する（ステップＳ１１８）。ここで、一般用チケット情報には、一般用であること
を示すアクセス権の種類の情報を含む前述した購入キー情報を含むものである。
【０１１２】
　続いて、チケット販売サーバ４は、一般用チケット用のアプリケーションプログラムを
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携帯電話端末１に対してダウンロードする（ステップＳ１１９）。
【０１１３】
　ステップＳ１１７またはステップＳ１１９の後には、チケット販売サーバ４は、終了要
求があったか否か判別し（ステップＳ１２０）、終了要求が未だないと判別したときには
、ステップＳ１１３に戻り、このステップＳ１１３以降の処理を繰り返す。また、ステッ
プＳ１２０で、終了要求があったと判別したときには、通信路を切断して（ステップＳ１
２１）、この処理ルーチンを終了する。
【０１１４】
　なお、前述したように、チケット販売サーバ４は、上述のフローチャートにおいて、チ
ケット購入要求があったときには、携帯電話端末１に送信したチケット情報（購入キーを
含む）を認証サーバ２に送っておくようにするものである。
【０１１５】
　［携帯電話端末１での認証要求時の処理］
　図８は、携帯電話端末１において、認証サーバ２に対して認証要求をするときの処理動
作例を説明するためのフローチャートである。この図８のフローチャートの各ステップは
、制御部１１が、認証要求機能部１１１を起動させることにより実行される。
【０１１６】
　ユーザは、先ず、メモリ１５のチケット購入履歴メモリ部に格納されているチケット情
報の一覧を表示するための操作入力を、操作部１４を通じて行う。すると、制御部１１は
、表示部１２の表示画面にチケット購入履歴一覧を表示する（ステップＳ２０１）。
【０１１７】
　そして、制御部１１は、操作部１４を通じたユーザによる認証要求であることの入力お
よびチケット購入履歴一覧から認証要求するチケット情報の選択入力が完了するのを待つ
（ステップＳ２０２）。
【０１１８】
　ステップＳ２０２で、入力が完了していないと判別したときには、制御部１１は、ユー
ザにより中止入力がなされたか否か判別し（ステップＳ２０３）、中止入力がなされたと
判別したときには、この処理ルーチンを終了する。ステップＳ２０３で、中止入力がなさ
れていないと判別したときには、ステップＳ２０２に戻る。
【０１１９】
　ステップＳ２０２で、認証要求するチケット情報の選択入力が完了したと判別したとき
には、制御部１１は、選択されたチケット情報の付加情報の認証サーバのアドレス情報を
用いて、当該認証サーバ２にアクセスし、通信路を生成する（ステップＳ２０４）。
【０１２０】
　そして、制御部１１は、選択されたチケット情報（購入キーを含む）を認証用情報とし
て認証サーバ２に送信する（ステップＳ２０５）。
【０１２１】
　次に、制御部１１は、認証サーバ２から認証が取れたことを示す「認証ＯＫ」を受信し
たか否か判別し（ステップＳ２０６）、「認証ＯＫ」ではなく「認証ＮＧ」を受信したと
きには、認証エラーを表示画面に表示する（ステップＳ２１１）。そして、制御部１１は
、認証サーバ２との通信路を切断して（ステップＳ２１０）、この処理ルーチンを終了す
る。
【０１２２】
　ステップＳ２０６で、「認証ＯＫ」を受信したと判別したときには、制御部１１は、Ｇ
ＰＳ機能部１８で測定して検出した現在位置の位置情報を、認証サーバ２に送信する（ス
テップＳ２０７）。
【０１２３】
　認証サーバ２からは、位置情報の送信に対しては、当該位置情報に基づいて生成された
復号化鍵情報が送られてくる。そこで、制御部１１は、認証サーバ２からの当該復号化鍵
情報の受信を待つ（ステップＳ２０８）。そして、制御部１１は、復号化鍵情報を受信し
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たと判別したときには、受信した復号化鍵情報を、ステップＳ２０２で選択されたチケッ
ト情報に対応付けて、メモリ１５に格納して保持する（ステップＳ２０９）。その後、認
証サーバ２との通信路を切断し（ステップＳ２１０）、この処理ルーチンを終了する。
【０１２４】
　［認証サーバ２における処理動作例］
　図９は、認証サーバ２における認証要求についての処理動作例を説明するためのフロー
チャートである。この図９のフローチャートの各ステップは、認証サーバ２の制御部２０
１の制御の元に、必要な各部が連携することにより実行される。
【０１２５】
　認証サーバ２の制御部２０１は、携帯電話端末１からの認証要求の受信を待ち（ステッ
プＳ２２１）、認証要求を受信した判別したときには、携帯電話端末１との間に通信路を
生成する（ステップＳ２２２）。
【０１２６】
　そして、生成した通信路を通じて携帯電話端末１から送られてくる購入履歴情報（チケ
ット情報）をアクセス権情報として受信し、予め認証用情報保持部２０３に格納してある
チケット情報と比較参照することにより、認証処理を行う（ステップＳ２２３）。
【０１２７】
　そして、制御部２０１は、この認証処理において、認証用情報保持部２０３に格納され
ている複数のチケット情報の中に、携帯電話端末１から受信したチケット情報と一致する
ものがあるが否かを判定することにより、認証ＯＫであるか否かを判別する（ステップＳ
２２４）。
【０１２８】
　ステップＳ２２４で、認証ＯＫであると判別したときには、制御部２０１は、「認証Ｏ
Ｋ」を携帯電話端末１に送り（ステップＳ２２５）、携帯電話端末１からの位置情報の受
信を待つ（ステップＳ２２６）。
【０１２９】
　そして、ステップＳ２２６で、位置情報を受信したと判別したときには、制御部２０１
は、受信した位置情報を用いて復号化鍵情報を生成し（ステップＳ２２７）、生成した復
号化鍵情報を携帯電話端末１に送信するようにする（ステップＳ２２８）。そして、制御
部２０１は、携帯電話端末１との通信路を切断し（ステップＳ２２９）、この処理ルーチ
ンを終了する。
【０１３０】
　また、ステップＳ２２４で、認証ＯＫではないと判別したときには、制御部２０１は、
携帯電話端末１に「認証ＮＧ」を送信する（ステップＳ２３０）。そして、携帯電話端末
１との通信路を切断し（ステップＳ２２９）、この処理ルーチンを終了する。
【０１３１】
　［配信情報受信処理動作例］
　携帯電話端末１のユーザは、操作部１４を通じた操作により、メモリ１５のチケット購
入履歴メモリ部に格納されているチケット情報の一覧を表示する。そして、表示されたチ
ケット購入一覧において、配信情報を受けるチケット情報の選択入力をする。さらに、配
信情報の受信の実行を指示する。この配信情報の受信実行指示を受けて、制御部１１は、
前述したように、チケット購入時に取得したアプリケーションプログラムにより、以下に
説明するような処理ルーチンを実行する。
【０１３２】
　＜一般用チケットの場合＞
　図１０は、ユーザが購入したチケットが一般用チケットの場合である場合の配信情報の
受信処理例を示すものである。
【０１３３】
　ユーザからの配信情報の受信実行指示を受けて、携帯電話端末１の制御部１１は、選択
されたチケット情報に対応して格納されている一般用の受信アプリケーションを起動する
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（ステップＳ３０１）。
【０１３４】
　すると、携帯電話端末１で、配信サーバ３から無線ＬＡＮ６を通じてブロードキャスト
で送信されている配信情報を受信することができる状態になるので、制御部１１は、当該
配信情報の受信を開始する（ステップＳ３０２）。
【０１３５】
　そして、制御部１１は、認証サーバ２から取得して保持している復号化鍵情報を用いて
、暗号復号化機能部１１３により、配信情報に施されている暗号化を解除する（ステップ
Ｓ３０３）。
【０１３６】
　次に、制御部１１は、配信情報再生機能部１１４により、配信情報の映像信号や音声信
号を再生し、ユーザの利用に供するように、再生映像を表示部１３の表示画面に表示し、
再生音声をスピーカ１６から放音する（ステップＳ３０４）。ここで、配信情報にテキス
ト情報が含まれる場合には、再生されたテキスト情報を表示画面に表示する。
【０１３７】
　次に、制御部１１は、ユーザにより終了指示がされたか否か判別し（ステップＳ３０５
）、終了指示がないと判別したときには、ステップＳ３０２に戻って、このステップＳ３
０２以降の処理を繰り返す。また、ステップＳ３０５で、終了指示があったと判別したと
きには、制御部１１は、この処理ルーチンを終了する（ステップＳ３０６）。
【０１３８】
　＜特典付きチケットの場合＞
　図１１およびその続きである図１２は、ユーザが購入したチケットが特典付きチケット
の場合である場合の配信情報の受信処理例を示すものである。
【０１３９】
　ユーザからの配信情報の受信実行指示を受けて、携帯電話端末１の制御部１１は、選択
されたチケット情報に対応して格納されている特典付き用の受信アプリケーションを起動
する（ステップＳ３１１）。
【０１４０】
　すると、配信情報の提供情報の種類として、ブロードキャスト配信と、ユニキャスト配
信とからなる提供情報の一覧が表示部１３の表示画面に表示される（ステップＳ３１２）
。制御部１１は、ブロードキャスト配信と、ユニキャスト配信とのいずれかの選択入力を
受け付ける（ステップＳ３１３）。
【０１４１】
　そして、制御部１１は、受け付けた選択入力がユニキャストか否か判別し（ステップＳ
３１４）、ユニキャストではなくブロードキャストであると判別したときには、ブロード
キャスト受信用のアプリケーションを起動する（ステップＳ３１５）。
【０１４２】
　すると、配信サーバ３から無線ＬＡＮ６を通じてブロードキャストで送信されている配
信情報を受信することができる状態になるので、制御部１１は、当該配信情報の受信を開
始する（ステップＳ３１６）。
【０１４３】
　そして、制御部１１は、認証サーバ２から取得して保持している復号化鍵情報を用いて
、暗号復号化機能部１１３により、配信情報に施されている暗号化を解除する（ステップ
Ｓ３１７）。
【０１４４】
　次に、制御部１１は、配信情報再生機能部１１４により、配信情報の映像信号や音声信
号を再生し、ユーザの利用に供するように、再生映像を表示部１３の表示画面に表示し、
再生音声をスピーカ１６から放音する（ステップＳ３１８）。ここで、配信情報にテキス
ト情報が含まれる場合には、再生されたテキスト情報を表示画面に表示する。
【０１４５】
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　次に、制御部１１は、配信情報の配信方法がブロードキャストからユニキャストに変更
されたか否か判別し（ステップＳ３１９）、変更されていないと判別したときには、ユー
ザにより終了指示がされたか否か判別する（ステップＳ３２０）。そして、終了指示がな
いと判別したときには、制御部１１は、ステップＳ３１６に戻って、このステップＳ３１
６以降の処理を繰り返す。また、ステップＳ３２０で、終了指示があったと判別したとき
には、制御部１１は、この処理ルーチンを終了する。
【０１４６】
　そして、ステップＳ３１９で、配信情報の配信方法がブロードキャストからユニキャス
トに変更されたと判別したときには、制御部１１は、ユニキャスト受信用アプリケーショ
ンを起動する（ステップＳ３２１）。ステップＳ３１４で、ユーザによりユニキャストが
選択されたと判別されたときにも、このステップＳ３２１に進み、制御部１１は、ユニキ
ャスト受信用アプリケーションを起動する。
【０１４７】
　ステップＳ３２１の次には、図１２のステップＳ３３１に進み、制御部１１は、配信サ
ーバ３にアクセスして、ユニキャスト用の通信路を生成する。
【０１４８】
　すると、このユニキャスト用の通信路を通じて配信サーバ３からユニキャストでの配信
情報の一覧メニューが送られてくるので、制御部１１は、当該ユニキャストでの配信情報
の一覧メニューを受信して表示する（ステップＳ３３２）。
【０１４９】
　そして、制御部１１は、ユーザによる配信要求する情報の選択入力を待ち（ステップＳ
３３３）、当該選択入力を受け付けたと判別したときには、その配信要求を配信サーバ３
に送信する（ステップＳ３３４）。
【０１５０】
　この配信要求に対しては、配信サーバ３からは、ユニキャストの配信情報が送られてく
るので、制御部１１は、その配信情報を受信する（ステップＳ３３５）。
【０１５１】
　そして、制御部１１は、認証サーバ２から取得して保持している復号化鍵情報を用いて
、暗号復号化機能部１１３により、配信情報に施されている暗号化を解除する（ステップ
Ｓ３３６）。
【０１５２】
　次に、制御部１１は、配信情報再生機能部１１４により、配信情報の映像信号や音声信
号を再生し、ユーザの利用に供するように、再生映像を表示部１３の表示画面に表示し、
再生音声をスピーカ１６から放音する（ステップＳ３３７）。ここで、配信情報にテキス
ト情報が含まれる場合には、再生されたテキスト情報を表示画面に表示する。なお、送ら
れてくる配信情報がストリーミング情報ではなく、ダウンロード情報である場合には、当
該ダウンロードされてくる情報を、メモリ１５に格納する処理もなされる。
【０１５３】
　次に、制御部１１は、ユニキャストの配信情報について、ユーザにより他の配信情報へ
の変更指示入力がなされたか否か判別する（ステップＳ３３８）。そして、制御部１１は
、変更指示入力があったと判別したときには、ステップＳ３３３に戻り、このステップＳ
３３３以降の処理を繰り返す。
【０１５４】
　また、ステップＳ３３８で、変更指示入力はないと判別したときには、制御部１１は、
配信情報の配信方法がブロードキャストからユニキャストに変更されたか否か判別する（
ステップＳ３３９）。
【０１５５】
　そして、このステップＳ３３９で、変更されていないと判別したときには、制御部１１
は、ユーザにより終了指示がされたか否か判別する（ステップＳ３４０）。このステップ
Ｓ３４０で、終了指示がないと判別したときには、制御部１１は、ステップＳ３３５に戻
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って、このステップＳ３３５以降の処理を繰り返す。また、ステップＳ３４０で、終了指
示があったと判別したときには、制御部１１は、ユニキャスト用の通信路を切断して（ス
テップＳ３４１）、この処理ルーチンを終了する。
【０１５６】
　また、ステップＳ３３９で、配信情報の配信方法がブロードキャストからユニキャスト
に変更されたと判別したときには、制御部１１は、ユニキャスト用の通信路を切断する（
ステップＳ３２２）。そして、ステップＳ３１５に進み、ブロードキャスト受信用アプリ
ケーションを起動し、前述したこのステップＳ３１５以降の処理を実行する。
【０１５７】
　［配信サーバ３の配信処理］
　配信サーバ３は、図示は省略するが、イベント開催時（期間）中において、配信情報の
ブロードキャストによる配信を常時行いながら、携帯電話端末１からのユニキャスト配信
要求に応じて、ユニキャストによる配信を並行して実行する。つまり、ユニキャストによ
る配信は、携帯電話端末１からの携帯電話端末１からのユニキャスト配信要求があったと
きにのみ実行する。
【０１５８】
　前述もしたように、この実施形態では、配信情報のブロードキャストによる配信は、ス
トリーミング配信のみとされる。しかし、ユニキャストの場合には、ストリーミング配信
される配信情報のみではなく、選手の写真画像などプレミア画像は、ダウンロード配信に
より配信することができるように構成されている。
【０１５９】
　以上の第１の実施形態の説明では、配信情報の著作権保護処理は、位置情報に基づいて
生成される鍵情報で解除可能とするようにした。しかし、位置情報のみではなく、アクセ
ス権情報であるチケット情報に含まれる有効期間を示す時間情報、例えば、イベント開催
日時（または期間）あるいはチケット有効日時（または期間）にも基づいて生成される鍵
情報でのみ解除可能とするようにしてもよい。そのようにすれば、不正に配信情報を受信
しようとする者による不正な鍵情報の生成を、より強固に防止することができる。
【０１６０】
　［第２の実施形態］
　上述の第１の実施形態では、配信情報の著作権保護処理を解除するための鍵情報を、認
証サーバ２から受信するようにした。これに対して、この第２の実施形態では、鍵情報で
はなく、配信サーバ３からの配信情報を受信するためのアプリケーションプログラムの立
ち上げを制御する認証情報を、認証サーバ２は、携帯電話端末１に提供するようにする。
【０１６１】
　すなわち、この第２の実施形態においては、チケット販売サーバ４から提供される配信
サーバ３からの配信情報を受信するためのアプリケーションプログラムは、所定の認証情
報により、認証されたときにのみ起動可能となるように構成されている。
【０１６２】
　そして、この第２の実施形態においては、認証サーバ２は、携帯電話端末１から取得し
た位置情報に基づいて認証情報を生成する機能を備える。そして、この第２の実施形態に
おいては、認証サーバ２は、前述の図９のステップＳ２２７およびステップＳ２２８では
、携帯電話端末１から取得した位置情報に基づいて認証情報を生成し、生成した認証情報
を携帯電話端末１に送信するようにする。
【０１６３】
　一方、第２の実施形態の携帯電話端末１は、認証サーバ２から受信した認証情報を記憶
保持する機能を備えると共に、ＧＰＳ機能部１８で測定検出した位置情報に基づいて、復
号化鍵情報を生成する手段を備える。
【０１６４】
　そして、携帯電話端末１のユーザにより、チケット購入情報一覧からチケット情報が選
択されて、配信情報受信が選択されたときには、この第２の実施形態の携帯電話端末１に
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おいては、次のようなアプリケーションの立ち上げ制御がなされる。
【０１６５】
　図１３は、このアプリケーションの立ち上げ制御処理例を説明するためのフローチャー
トである。
【０１６６】
　すなわち、携帯電話端末１の制御部１１は、保持されている認証情報を読み出して、認
証確認処理を行い（ステップＳ２４１）、当該認証情報がアプリケーションの立ち上げを
許可するものであるか否か判別する（ステップＳ２４２）。そして、認証情報が正しくな
い場合には、「認証ができないので、配信情報を受信できない」旨のメッセージをユーザ
に報知し（ステップＳ２４３）、この処理ルーチンを終了する。
【０１６７】
　また、ステップＳ２４２で、認証情報がアプリケーションの立ち上げを許可するもので
あると判別したときには、制御部１１は、前述したステップＳ３０１あるいはステップＳ
３１１に進んで、前述した配信情報の受信処理を実行する。ただし、この第２の実施形態
においては、復号化鍵情報は携帯電話端末１で生成されるものである。
【０１６８】
　この第２の実施形態においても、チケット情報を有しているユーザが携帯電話端末１を
携帯して、イベント会場に赴くことで、配信情報の受信が可能になる。
【０１６９】
　この場合に、携帯電話端末１が、認証サーバ２での認証を受けずに、イベント会場にお
ける位置情報に基づいて生成した復号化鍵情報を用いて、配信情報の暗号化処理を解読し
て、その利用が可能になるように構成することもできる。
【０１７０】
　ところが、そのようにした場合には、アクセス権情報を有しないユーザも、イベント会
場の近傍位置に存在している場合には、配信情報の暗号を、生成した復号化鍵情報を用い
て解読できてしまうと言う問題がある。この点、上述の実施形態では、認証サーバ２でア
クセス権情報を確認し、その確認結果としての認証情報により、配信情報の受信用アプリ
ケーションの起動を制御するようにするので、そのような問題を回避することができる。
【０１７１】
　なお、この第２の実施形態においては、位置情報をそのまま復号化鍵情報として用いる
ことができるように構成してもよい。
【０１７２】
　また、上述の説明では、認証情報は、位置情報に基づいて生成するようにしたが、認証
サーバ２が、予め生成して保持している所定の認証情報を、携帯電話端末１に対して送信
するようにしてもよい。その場合には、認証サーバ２は、位置情報から認証情報を生成す
る機能を備える必要はない。また、携帯電話端末１は、認証時に、位置情報を認証サーバ
に送るようにする必要はない。
【０１７３】
　逆に、認証情報を位置情報に基づいて生成するようにした場合、配信情報についての著
作権保護を解除するための鍵情報は、位置情報に基づいたものとしなくてもよい。つまり
、予め定めた特定の鍵情報を用いることもできる。ただし、その場合には、携帯電話端末
１は、認証サーバ２から、前記特定の鍵情報をも認証情報と共に、取得するようにする必
要がある。
【０１７４】
　この第２の実施形態における認証情報を生成する場合、当該認証情報は、位置情報のみ
ではなく、アクセス権情報であるチケット情報に含まれる有効期間を示す時間情報をも用
いるようにしてもよい。すなわち、認証情報を生成する場合に、位置情報に加えて、例え
ば、イベント開催日時（または期間）あるいはチケット有効日時（または期間）にも基づ
いて生成するようにしてもよい。そのようにすれば、不正に配信情報を受信しようとする
者による不正な認証情報の生成を、より強固に防止することができる。
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【０１７５】
　［第３の実施形態］
　以上の第１および第２の実施形態では、認証サーバ２へのアクセスは、ユーザがチケッ
ト購入一覧から、認証を受けようとするチケット情報を選択すると共に、認証要求のため
の操作入力をするようにした。
【０１７６】
　これに対して、第３の実施形態は、認証要求のためのユーザの操作入力を省略すること
ができるように構成した情報配信システムを提供するものである。
【０１７７】
　図１４に、この第３の実施形態の情報配信システムの構成例を示す。図１４に示すよう
に、この第３の実施形態においては、イベント会場には、チケット情報の確認のためのチ
ケット確認装置８が設けられる。
【０１７８】
　このチケット確認装置８は、この例では、携帯電話端末１と赤外線通信により、携帯電
話端末１からチケット情報を受信し、正当なチケット情報か否かを確認するようにする。
【０１７９】
　イベント会場への入場に際し、ユーザは、チケット購入一覧から入場しようとするイベ
ントのチケット情報を選択し、チケット確認装置８と、赤外線通信するようにする。
【０１８０】
　そして、この第３の実施形態では、図示は省略するが、チケット確認装置８と入場ゲー
ト機構とが接続されており、チケット確認装置８が、正当なチケット情報を確認したとき
にのみ、入場ゲート機構を通じて、ユーザのイベント会場への入場が許可されるように構
成されている。
【０１８１】
　そして、チケット確認装置８が、正当なチケット情報を確認したときには、携帯電話端
末１に、チケット確認ＯＫの情報が、チケット確認装置１から送られる。携帯電話端末１
は、このチケット確認ＯＫの情報を受け取ると、自動的に認証サーバ２にアクセスして、
第１の実施形態または第２の実施形態で説明した認証要求動作を実行し、復号化鍵情報あ
るいは認証情報を取得するようにする。
【０１８２】
　こうして、この第３の実施形態では、ユーザは、イベント会場への入場のための操作を
するだけで、自動的に、復号化鍵情報あるいは認証情報を取得することでき、認証のため
の操作が不要となる。
【０１８３】
　図１５およびその続きである図１６は、この第３の実施形態における携帯電話端末１の
イベント会場でのチケット確認装置８との通信時の処理動作例を示すフローチャートであ
る。なお、この図１５および図１６の例は、第１の実施形態の場合に第３の実施形態を適
用した場合である。
【０１８４】
　ユーザは、先ず、メモリ１５のチケット購入履歴メモリ部に格納されているチケット情
報の一覧を表示するための操作入力を、操作部１４を通じて行う。すると、制御部１１は
、表示部１２の表示画面にチケット購入履歴一覧を表示する（ステップＳ４０１）。
【０１８５】
　そして、制御部１１は、操作部１４を通じたユーザによる、チケット購入履歴一覧から
チケット情報の選択入力の受け付けを待つ（ステップＳ４０２）。
【０１８６】
　ステップＳ２０２で、チケット情報の選択入力がないと判別したときには、制御部１１
は、ユーザにより中止入力がなされたか否か判別し（ステップＳ４０３）、中止入力がな
されたと判別したときには、この処理ルーチンを終了する。ステップＳ４０３で、中止入
力がなされていないと判別したときには、ステップＳ４０２に戻る。
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【０１８７】
　ステップＳ４０２で、チケット情報の選択入力を受け付けたと判別したときには、制御
部１１は、選択されたチケット情報のチケット確認装置８への赤外線送信指示を待ち（ス
テップＳ４０４）、赤外線送信指示がないときには、ステップＳ４０２に戻る。
【０１８８】
　ステップＳ４０４で、赤外線送信指示があったと判別したときには、制御部１１は、選
択されたチケット情報（購入キーを含む）をチケット確認装置８に送信する（ステップＳ
４０５）。
【０１８９】
　そして、制御部１１は、チケット確認装置８からチケット確認ＯＫを受信したか否か判
別し（ステップＳ４０６）、チケット確認ＯＫを受信してはいないと判別したときには、
表示部１３の表示画面にエラー表示を行う（ステップＳ４０７）。そして、この処理ルー
チンを終了する。
【０１９０】
　ステップＳ４０６で、チケット確認ＯＫを受信したと判別したときには、制御部１１は
、選択されたチケット情報の付加情報の認証サーバのアドレス情報を用いて、当該認証サ
ーバ２にアクセスし、通信路を生成する（ステップＳ４１１）。
【０１９１】
　そして、制御部１１は、選択されたチケット情報（購入キーを含む）を認証用情報とし
て認証サーバ２に送信する（ステップＳ４１２）。
【０１９２】
　次に、制御部１１は、認証サーバ２から認証が取れたことを示す「認証ＯＫ」を受信し
たか否か判別し（ステップＳ４１３）、「認証ＯＫ」ではなく「認証ＮＧ」を受信したと
きには、認証エラーを表示画面に表示する（ステップＳ４１８）。そして、制御部１１は
、認証サーバ２との通信路を切断して（ステップＳ４１７）、この処理ルーチンを終了す
る。
【０１９３】
　ステップＳ４１３で、「認証ＯＫ」を受信したと判別したときには、制御部１１は、Ｇ
ＰＳ機能部１８で測定して検出した現在位置の位置情報を、認証サーバ２に送信する（ス
テップＳ４１４）。
【０１９４】
　認証サーバ２からは、位置情報の送信に対しては、当該位置情報に基づいて生成された
復号化鍵情報が送られてくる。そこで、制御部１１は、認証サーバ２からの当該復号化鍵
情報の受信を待つ（ステップＳ４１５）。そして、制御部１１は、復号化鍵情報を受信し
たと判別したときには、受信した復号化鍵情報を、ステップＳ４０２で選択されたチケッ
ト情報に対応付けて、メモリ１５に格納して保持する（ステップＳ４１６）。その後、認
証サーバ２との通信路を切断し（ステップＳ４１７）、この処理ルーチンを終了する。
【０１９５】
　この認証要求処理以外の他の処理動作は、第１の実施形態と同様である。
【０１９６】
　この第３の実施形態を第２の実施形態に適用した場合も、同様に構成することができる
。
【０１９７】
　なお、上述の第３の実施形態の説明では、イベント会場での入場のためのチケット情報
の確認は、携帯電話端末１とチケット確認装置８との間での赤外線通信としたが、これに
限られるものではない。例えば、チケット情報として、２次元バーコード（ＱＲコード）
を用い、チケット確認情報は、携帯電話端末１の表示画面に表示された２次元バーコード
を読み取る装置であってもよい。
【０１９８】
　［他の実施形態または変形例］
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　上述の実施形態では、配信サーバ３は、配信情報を無線ＬＡＮ６を通じて携帯電話端末
１に配信するようにしたが、配信情報の配信方法は、これに限られるものではない。例え
ば、配信情報をインターネットを通じて配信するようにしてもよい。
【０１９９】
　また、認証サーバ２は、携帯電話網およびインターネットを通じて携帯電話端末１と接
続するようにしたが、認証サーバ２も、無線ＬＡＮ６を通じて携帯電話端末１と接続する
ように構成しても良い。
【０２００】
　上述の第１および第２の実施形態では、認証サーバ２と配信サーバ３とが別のものとし
たが、一つのサーバが、認証機能と配信機能との両方の機能を備えるようにしても、勿論
よい。さらに、チケット販売サーバ４の機能をも、一つのサーバが備えるようにしてもよ
い。
【０２０１】
　なお、認証サーバと配信サーバとが一体化される場合における携帯電話端末１との通信
路は、携帯電話網およびインターネット網と、無線ＬＡＮのいずれか一方となるが、いず
れであってもよいことは言うまでもない。
【０２０２】
　また、配信情報についての著作権保護処理は、暗号化処理とするようにしたが、著作権
保護処理は、これに限られるものではなく、例えばスクランブル処理や、その他種々の著
作権保護処理が適用可能である。ただし、この場合の著作権保護処理は、位置情報などを
用いて、当該著作権保護処理を解除できるものである必要はある。
【０２０３】
　また、上述の実施形態では、配信サーバのアドレス情報や配信情報を受信するためのア
プリケーションプログラムの情報は、チケット販売サーバ４が携帯電話端末１に提供する
ようにした。しかし、認証サーバ２が認証の結果、認証がＯＫであると判断したときにの
み、配信サーバのアドレス情報や配信情報を受信するためのアプリケーションプログラム
の情報を携帯電話端末１に送信するようにしてもよい。
【０２０４】
　また、上述の第１および第２の実施形態では、ユニキャストで配信される配信情報も、
ブロードキャストやマルチキャストで配信される情報と同様の暗号化処理がなされるよう
にした。しかし、ユニキャストで配信される配信情報と、ブロードキャストやマルチキャ
ストで配信される情報とで、異なる暗号化鍵情報を用いた暗号化をするようにしても勿論
よい。
【０２０５】
　上述の例では、配信情報は、ストリーミング配信されるものとしたが、ストリーミング
配信に加えて、あるいはストリーミング情報に代えて、ダウンロードされて携帯機器に保
持されるようにする情報としてもよい。特に、特典付きチケットの場合のユニキャストの
場合には、提供する配信情報の中にダウンロードして記憶することができる特典情報など
を用意してもよい。
【０２０６】
　上述の実施形態では、携帯機器は、携帯電話端末としたが、通信機能を備えるものであ
れば、携帯機器は、これに限られるものではない。例えば、携帯機器は、ノート型パーソ
ナルコンピュータや、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
ｓ）などの携帯情報端末であってもよい。
【符号の説明】
【０２０７】
　１…携帯電話端末、２…認証サーバ、３…配信サーバ、４…チケット販売サーバ
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